
























































3 60 年代? 橋本（1969）? 有情のものこそが日本語受身の特質であると指摘した。?
4 70 年代? 鈴木（1972）? 対応する能動文のどの格が主語になるかによって、「直接対象の受
身」、「相手の受身」、「持ち主の受身」、「第三者の受身」とい
う四分類法を主張した。?





















































































足 を 踏 ま れ
た。?
太郎がスリに
鞄 を 裂 か れ
た。?
太郎が妻に死なれた。? 補充?











鈴木重幸? 直接対象受身? 相手の受身? 持ち主の受身? 第三者の受身?
仁田義雄? まともな受身? 持ち主の受身? 第三者の受身? ?
山内博之? 斜格昇格型受身? 属格昇格型受身? 新規主格型?

































ている。古川（2007）は、使役態における N1 は N2 に対して行動指令を下す（起点）とし





























































































































































































それぞれ 2006 年 1 本、2008 年 2 本、2010 年 2 本、2011 年 2 本、2012 年 7 本、2013 年 3 本、
2014 年 5 本である。）と教授法・教材論領域への応用研究が徐々に増えており（2010 年以降
の発表しか見られないが、それぞれ 2010 年 2 本、2011 年 2 本、2012 年 1 本、2013 年 1 本、
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